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る最近隣法（Nearest Neighbor Method）よりも優れていることが示された． 
 複数のデータを結合する際に，各レコードを識別できる照合キー（共
通一連番号，名称，所在地など）が存在する場合には，それらを利用し
てレコードを結合する完全照合（Exact Matching）を行うことが可能であ
る．しかし，異なる機関が整備する企業データに関しては，秘匿性の観
点から名称や所在地などの個体を特定できる情報を相互に利用するこ
とができず，資本金や売上高などの限られた情報のみが利用可能であ
る場合が多いと想定される．そのような場合には，複数のデータに共通
に含まれる変数を基に，何らかの意味で類似したレコード同士を結合す
る方法が用いられる．これを統計的マッチング（Statistical Matching）と
いう 
主成分分析を層化による計算時間の短縮効
果 
 提案手法が優れた性能を発揮することが示され
たものの，レコード間の距離や対数尤度の計算に
伴う計算量の問題は依然として残っている． 
例えば，経済センサスのようにサイズの大きなデ
ータを扱う場合には，距離や対数尤度の計算の対
象となるレコードの組合せの数も非常に多くなるこ
とから，多項ロジットモデルの推定やレコードのマ
ッチングに相当な時間がかかるものと考えられる
． 
 このような問題に対して，第3章では，主成分分
析の結果（第1主成分得点）に基づいてデータを層
化し，同一又は近隣の層のレコードのみを距離や
対数尤度の計算の対象とすることによって計算の
効率化を図り，マッチングの精度を大きく低下させ
ない形で計算速度を向上させる方法について検
討する． 
 提案手法を経済センサスミクロデータ及び帝国
データバンクデータに適用した結果，層の数を適
切に設定することにより，正解率の低下を最小限
に抑えつつ，計算時間を大幅に削減できることが
示された． 
 
制約付きマッチングによる精度向上 
 統計的マッチングの手法を単純に適用した場合，レコードが複数回
使用されることに関する制約を設けていないため，1つのレコードに複
数のレコードがマッチングされる可能性があり，そのような場合，正しい
マッチングが実現できず，マッチングの精度の低下につながるおそれ
がある． 
 そこで，多項ロジットモデルにより推定されたマッチング確率を用いて
，統計的マッチングの問題を重み付き2部グラフ（Weighted Bipartite 
Graph）の最適マッチングの問題として定式化した上で，この問題に対
する効率的なアルゴリズムであるハンガリー法（Hungarian Method）を
適用することにより，1対1の制約付きマッチング（Constrained Matching
）を実現しつつ，更なるマッチング精度の向上を図っている．ハンガリー
法のアルゴリズムは実装しやすく，その計算速度は速い． 
 提案手法を複数の地域のデータに対して適用した結果，多項ロジット
モデルに基づく統計的マッチングの方法を単純に適用した場合と比較
して，全ての地域において統計的マッチングの正解率が向上すること
が確認できた． 
